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目的 

このドキュメントでは、Oracle Machine Learning AutoML ユーザー・インタフェースに含まれる機能の概要を説明します。このドキュメ

ントは、OML AutoML ユーザー・インタフェースがビジネスに及ぼすメリットの評価および IT プロジェクトのプランニングを支援することのみを

目的としています。 

免責事項 

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この

機密資料へのアクセスと使用は、オラクルとの間で締結され遵守に同意したオラクル・ソフトウェア・ライセンスおよびサービス契約の条件に従

うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の書面による承諾を必要とします。こ

のドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。 

このドキュメントは参照専用であり、製品機能の実装とアップグレードのプランニングを支援することのみを目的としています。マテリアル、コー

ド、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されてい

る特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。製品アーキテクチャの性質上、コードが大

幅に不安定化するリスクなしに、本書に記載されているすべての機能を安全に含めることができない場合があります。 
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概要 

Oracle Autonomous Database の Oracle Machine Learning (OML)では、データベース内機械学習(ML)のアルゴリズムと機

能にアクセスできます。OML AutoML ユーザー・インタフェース(UI)には、通常は専門のデータ・サイエンティストが長い時間を要していた反

復タスクを自動化する使いやすいインタフェースが提供されているため、専門家以外のユーザーも機械学習を簡単に利用できます。OML 

AutoML UI により、モデル作成からモデル・デプロイメントまでの機械学習プロセスをスピードアップできます。  

数回のクリック操作でデータ表およびターゲット属性を指定すると、いくつかのモデルが OML AutoML UI によって作成され、検討を開始で

きます。OML AutoML UI により、データの前処理、データベース内アルゴリズムを実験するための最適候補の選択、モデル品質を高める

ための適切な入力データ・サンプルと特徴の選択、およびモデル・チューニングのスピードアップが自動的に実行されます。OML AutoML 

UI では、選択したアルゴリズムを使用して OML のモデルが作成され、ハイパーパラメータがチューニングされて精度メトリックが表示されるた

め、ユーザーのニーズに最適なモデルを選択できます。 

 

Oracle Machine Learning AutoML の使いやすいユーザーインターフェースでは、アルゴリズムと特徴の選択、モデルのチューニングとデプロイメントなど、機械学習の通常のステップが

データベース内の OML アルゴリズムを使用して自動的に実行されます。 OML AutoML UI では、シチズン・データ・サイエンティストが機械学習モデルを作成および選択できるため、デー

タ・サイエンティストの生産性が向上し、モデルのデプロイメントがスピードアップします。 

OML AutoML ユーザー・インタフェースの特徴 

Oracle Machine Learning AutoML ユーザー・インタフェースを使用すると、シチズン・データ・サイエンティストと専門のデータ・サイエン

ティストの両方が機械学習モデルを簡単に作成およびデプロイできます。Oracle Autonomous Database の Oracle Machine 

Learning の新しいコンポーネントである OML AutoML UI では、機械学習のモデリング・プロセスを自動化する、コード不要でブラウザ

ベースのインタフェースが提供されており、数回のクリック操作で簡単にデプロイできます。 

データ・サイエンティストは OML4Py AutoML 機能を使用して自分でコードを作成できますが、OML AutoML UI を利用すると、ML を

仕事で使えることはわかっているものの、使用に耐えるモデルに仕上げるほど特定のアルゴリズムの詳細やモデリング・プロセスに詳しくない

ユーザーも機械学習を利用できるようになります。 
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同時に、データ・サイエンティストが OML AutoML UI をモデリング・アクセラレータとして利用すると、初期モデルの作成を自動化して特定

のハイパーパラメータを継続的にチューニングしたり、OML AutoML UI で生成したノートブックのモデルを直接拡張して特定のモデルの

OML4Py コードを再生成できるため、生産性が大幅に向上します。 

OML AutoML UI を使用すると、機械学習が簡略化され、時間がかかる定型ステップが自動化されてデータ・サイエンティストの生産性

が向上し、機械学習モデルの提供に必要な計算時間を削減できます。OML AutoML UI では、次のことを行えます。  

 シチズン・データ・サイエンティストは、数回のクリック操作で機械学習モデルをすばやく作成してノートブックを生成し、データ・サイエ

ンス・チームと協力して、ノートブックを拡張し実行をスケジュールできます。 

 データ・サイエンティストは、OML のデータベース内アルゴリズムおよび機械学習機能を利用しながら、機械学習のベストプラクティ

スが自動適用された複数のモデルを簡単に作成、調査および評価して生産性を向上できます。 

 アプリケーション開発者は、データベース内スコアリングを利用して機械学習モデルを迅速にデプロイし、生成された OML ノート

ブックを変更して、OML サービスの REST エンドポイントを使用してアプリケーションを統合できます。 

 

人工知能、機械学習、自律システムは、以前のものとは根本的に異なるため、コンピュータ・テクノロジ
の新しい世代の始まりを感じます。 

ラリー・エリソン 

オラクル社会長兼最高技術責任者 

機械学習パイプラインの自動化 

OML AutoML UI では、実験という概念を使用して、アルゴリズムと特徴の選択、データ・サンプリング、モデルの作成と評価、ハイパーパラ

メータのチューニングなど、データ・サイエンティストが長い時間を要していた反復タスクを自動化する機械学習パイプラインが作成されます。  

 

OML AutoML ユーザー・インタフェースでは、アルゴリズムの選択、データ・サンプリング、特徴の選択、モデルのチューニングという、時間と根気が必要な 4 つの主要ステップが自動化され、

データ・サイエンティストとシチズン・データ・サイエンティストの生産性が大幅に向上しました。 

アルゴリズムの選択 

AutoML では、指定されたデータおよびターゲットのモデルの作成に対して、最も有望なアルゴリズムが実験ごとに特定されます。広範な

データセットから作成されたモデルを使用したメタ学習により、アルゴリズムが自動的に選択されます。ここでは、値の分布つまりデータのメタ

特徴に基づいて、どのアルゴリズムが最善の結果になりそうかが事前作成済のモデルにより予測されます。その後、最高スコアのアルゴリズム

がモデルのチューニングに使用されます。これにより、データ・サイエンティストおよび専門家以外のユーザーが、しらみつぶし探索をするよりも

早く最善のアルゴリズムを見つけることができます。これにより、計算コストも削減できます。 
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アダプティブ・サンプリング 

OML AutoML UI では、アダプティブ・サンプリングを使用して、サンプル・サイズを大きくしてもモデル

品質がそれ以上向上しなくなるようなサンプリングの適正割合が見極められます。これにより、モデルの

作成もスピードアップします。さらに、アダプティブ・サンプリングでは、モデルの作成に悪影響を及ぼす不

均衡なデータセットが検出され、必要に応じて層別サンプリングが採用されるため、よりよいモデルの作

成用に均衡の取れたデータセットが作成されます。 

特徴の選択 

ターゲット属性と相関がない属性、定数や欠落値が多すぎる属性、カーディナリティが高すぎる属性は

モデル品質を悪くする可能性があり、モデルの作成時間およびデータ・スコアリング時間も長くなりま

す。OML AutoML UI では、入力データが前処理され、ほとんど情報が含まれていない属性やノイズ

のような属性が自動的に削除されます。OML AutoML UI では、次のいくつかの方法で、まず特徴

がランク付けされ、ランキングに基づいてサブセットが評価されます。  

 ピアソンの相関係数(SQL CORR 関連の関数)によって計算される相関スコア 

 トレーニングされたランダム・フォレスト・モデルからの属性重要度 

 トレーニングされた一般線形モデルからの係数 

 最小記述長モデルからの属性重要度 

 

応答時間を速くするために、特徴の自動選択でメタ学習を内部的に使用して、評価対象になる可能性のあるランキングおよび特徴サブ

セットの数を絞り込んでいます。これにより、モデルの作成およびハイパーパラメータのチューニング時間を短縮しています。OML AutoML 

UI では、候補モデルの入力特徴のランキングおよび選択に対して、このような多面的なアプローチを採用しています。入力特徴は、ユー

ザーが手動で上書きして追加または削除できます。  

モデルのチューニング 

特徴を選択すると、OML AutoML UI により、OML のデータベース内処理を利用して、複数の機械学習モデルが作成およびチューニン

グされます。OML AutoML UI では、選択したアルゴリズムごとにモデルのチューニングが実行され、しらみつぶし探索をしなくても、モデルが

大幅に向上するハイパーパラメータ設定が見つかります。たとえば、ディシジョン・ツリーでは、AutoML により、アルゴリズムの最大ツリー深度

と最小分割割合が探索され最適化されます。ニューラル・ネットワークでは、AutoML により、一定範囲の非表示レイヤーおよびレイヤーご

とのニューロンが探索されます。OML AutoML UI では、時間がかかる可能性がある「より良い精度」か、良いモデルをより速く作成しようと

する「より速い結果」をユーザーが選択できます。OML ではモデルの作成時に、データベース内の自動データ準備(ADP)を利用して、欠落

値、データのビン化、データの正規化、データのスケーリングが処理されます。  
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特徴予測の影響  

OML AutoML UI では、モデルを作成するたびに、モデルに依存しないグローバルな説明方法で

モデルの動作に対するインサイトが提供されます。最上位属性およびターゲット属性に対するその

相対的な影響が表示されます。「特徴予測の影響」では、モデルが作成された後、各属性の現

在の値がランダムに入れ替えられて様々なレコードに割り当てられ、トレーニングされた機械学習モ

デルの予測で入れ替える際の各特徴に及ぼす影響に基づいて、特徴の重要度が予測されてラン

ク付けされます。 

 

 

 

 

サポート対象の機械学習の機能、アルゴリズムおよびモデル・メトリック 

OML AutoML UI では、次の機械学習の機能、データベース内アルゴリズムおよびスコア・メトリックがサポートされます。   

マイニング機能 サンプル・ユース・ケース アルゴリズム モデル・メトリック 

分類(バイナリおよび

マルチクラス) 

コレクション内のアイ

テムをターゲット・カテ

ゴリまたはクラスに割

り当てます 

ローンの申込みの与信リス

クを低、中、高に特定しま

す 

可能性が高い買い手を

予測します 

従業員の自然減を予測

します 

 

単純ベイズ 

一般化線形モデル 

一般化線形モデル(リッジ回帰) 

Support Vector Machine(線形) 

Support Vector Machine(ガウス) 

ディシジョン・ツリー 

ランダム・フォレスト 

ニューラル・ネットワーク 

精度 

バランスの取れた精度 

F1 

適合率 

再現率 

ROC AUC 

再現率マイクロ 

再現率マクロ 

再現率加重 

適合率マイクロ 

適合率マクロ 

適合率加重 

混同行列 

予測の影響 

 

回帰 

連続体に沿った数値

を予想します 

家の価値を予測します  

顧客生涯価値(LTV)を

見積もります 

次を見積もります  

一般化線形モデル 

一般化線形モデル(リッジ回帰) 

Support Vector Machine(線形) 

Support Vector Machine(ガウス) 

ニューラル・ネットワーク 

 

R2 乗 

負の平均二乗誤差 

負の平均絶対誤差 

負の中央絶対誤差 

予測の影響 

注意: OML AutoML UI では、非構造化テキスト・データ、トランザクション・データの集計の結果生じるネストされたデータやパーティショ

ン化されたモデルはサポートされません。 
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モデル開発のスピードアップ  

OML AutoML UI で機械学習モデルを作成すると、データ・サイエンティストとアプリケーション開発者は複数の戦略を使用して OML モデ

ルをデプロイできます。 

Oracle Machine Learning Notebooks

で使用するノートブックの生成 

OML AutoML UI でモデルの作成が終わると、

実験で作成した各モデルから OML Notebooks

でノートブックを生成できます。このようなノートブッ

クはカスタマイズ可能で、ジョブとして自動実行をス

ケジュールして、データ・スコアリングに使用できま

す。データ・サイエンティストとアプリケーション開発

者は、OML4Py および OML4SQL のインタフェー

スを使用して、生成されたノートブックを変更および

拡張できます。 

モデル・リポジトリ 

Oracle Autonomous Database の OML では、モデルの管理およびデータベース内モデルのデプロイメントを可能にする「モデル」インタ

フェースもサポートされています。  

モデルのデプロイメント  

データベース内のモデルはいくつかの方法でデプロイ

できます。前述のとおり、OML AutoML UI のユー

ザーは、実験で生成されたモデルから OML ノート

ブックを生成できます。さらに、データベース内モデル

を SQL 問合せで直接使用して、SQL 

Developer、SQL Developer Web、Oracle 

Applications Express (APEX)および Oracle 

Analytics Cloud などのツールからデータをスコアリ

ングできます。オンプレミスでもクラウドでも、モデルを

作成したのと同じデータベースまたは別の Oracle 

Database でモデルを使用し、モデルのエクスポート

およびインポート機能を使用して OML モデルを本

番化します。   

さらに、OML AutoML UI のユーザーは数回のク

リック操作で、Oracle Machine Learning Services にモデルをデプロイできます。このサービスでは、OML モデル用の REST エンドポ

イントでモデルの管理とデプロイメントがサポートされています。 
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概要 

OML AutoML UI では、通常は専門のデータ・サイエンティストが長い時間を要していた反復タスクを自動化する使いやすいインタフェース

が提供されており、専門家以外のユーザーも機械学習を簡単に利用できます。OML AutoML UI により、すべてのユーザーのモデル作成

からモデル・デプロイメントまでの機械学習プロセスをスピードアップできます。OML AutoML UI により、機械学習は大きく進歩し、よりシン

プルで強力かつ機能豊富になり、企業が実行可能なインサイトにデータをすばやく変換できるようになります。 

関連資料 

OML AutoML UI User’s Guide 

OML User’s Guide 

OML4Py User's Guide 

OML4SQL User’s Guide 

Oracle Machine Learning  
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+1.800.ORACLE1までご連絡いただくか、oracle.comをご覧ください。北米以外の地域では、次のサイトで最寄りの営業所をご確認いただ

けます: oracle.com/contact. 

 blogs.oracle.com facebook.com/oracle twitter.com/oracle 
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